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＜連絡事項＞
· 深夜勤務帯に行う残食入力がされていない日があります。忘れず入力していきましょう。

· カンファ記録のナンバーの間違いが見られています。間違いの無い様確認し、回覧して下さい。

· 9/12（金）15：30～4Fユーティリティーで、食事サービス提供管理委員会を開催します。今回の担当スタッフは土岐Cwとなっています。

担当スタッフは次回の出席者を決めて出席して下さいますようお願いします。

・寄稿対象職員の皆様へ原稿の作成をお願い致します。 
①　各施設状況⇒各部署管理者（A.O.M.、S.G.M.、T.O.L.）
②　寄稿文　　⇒入職1年目職員全員
　　　　　　　　勤続5年目、10年目、15年目職員全員
　締めきり：9/20（土）までとなっています。

· 看護グループ内研修参加階級の目安。

初級　1～2年　中級　3～4年　スキルアップ　5～6年が目安となります。

　階級が異なっていても研修への参加は可能です。

＜患者様連絡事項＞

・駒木　洋士様～本日9/10（水）9：00～9/11（木）17：00迄外泊となっています。

・戸賀沢　潔～本日ご家族様の面会があり、小遣い1万円・コーヒー250ｇ一袋・リンゴ５個の差し入れがあります。嗜好品に関しては本人様へ渡し、小遣いはスタッフ預かりとしています。ご家族様より前回外泊の際、野田敏子様（姉）へ金銭の要求がありお金を渡してしまったとのこと。野田様へは金銭の事を伝えていたが、かわいそうに思ったのか渡してしまったと情報があります。また、御家族が気になることでは、コーヒーの要求の頻度が多く、今回もコーヒー2袋の要求があったことや

　　　　　　　小遣いの使用のついても何を購入しているのか本人が明確にする事はなく、ご家族様としては、現在の小遣いの範囲でやりくりをして欲しいと話されています。

　　　　　　　小遣い帳を確認していますが、ご家族様の差し入れのほか、週に1度は購入しており、本人は１日1０杯程度飲んでいると話しています。

　　　　　　　コーヒーの購入量の多さ、プログラム中のトイレ回数の多さも見られているいます。今後水分摂取量の確認・他者とのもののやり取りや限られた小遣いのなかで、生活出来るようにかかわりをの持っていきましょう。

· 豊川　明男様～本日青山スタッフと面談しており、面談終了となっています。

　　　　　　　　面談の際、物忘れがある・子供の頃溺れたトラウマがある・人込みは苦手である事等、施設入所に対しての不安感ある事話しており、発病してから人込みへ行かなくて良くなって良かったと話されているとの情報聞かれています。

　　　　　　　　又、カルテに記載されていない兄様がいると本人様話しています。

　　　　　　　　豊川　敏昭（トシアキ）様　　（52）

心理チームでの検査施行予定となっています。日時について

　　　　　　　　は心理の小嶋さんが来られ本人と決めて行くことにしています。

＜ＯＴ一週間の報告・検討＞

· 中野渡　鉄男様～現在週２回計算機を使い計算を行っています。

　　　　　　　　　計算機の使い方になれ、発言も多く聞かれています。以後継続し行っていく事としています。

· 井上　和美様～本人持参でドラえもんの色塗りをしており、OTスタッフの声掛

や課題提供には取り組まれる事なく経過しています。

表情の硬さ・冴えなさ見られている為、適度な声掛けで様子を見て行くことにしています。

・佐々木　康子様～不安感・恐怖感を訴え作業に集中する事できずにいます。

　　　　　　　　　不安感や恐怖感などがあるときの対処法について話し合っていますが、受け入れることなく経過。以後も継続し、訴えがあった場合傾聴し、対処法について話し合っていくことにしています。

＜川端Dr診察・ケースカンファ＞

・戸賀沢　潔様～血液検査の結果　HPG・HｂA1cともに悪化しています。おやつの制限はしないが、食パンやカロリーの高い嗜好品に気をつけ自己管理し摂取していくよう伝えています。しかし、今後悪化するようであればおやつの制限をしなければならない事本人へ伝えています。又、コーヒーの摂取量について本人様より10杯ほど摂取している事話しており、1日2～3杯程度に抑えるようつたえています。

　　　　　　　　　体重増減が見られる為、日内変動確認のため、1日2回の体重測定を1週間（起床直後・就床前）行っていくこととしています。

・吉田　富秋様～本人より小遣いを5千円増やして欲しい（現在1万円）との要望があり山田PSWへ情報提供し収支について調べています。　　　　　　　　収入：23,150円　　支出16，275円　残金6,875円

　　　　　　　　現在-700円の状態となっており、来月6，175円のお小遣いが手元に来る事になり、11月からは6,875円となります。

　　　　　　　　今月までは以前5千円の小遣いだった為、その間の残金があり、1万円を、受け取りことが出来ていたそうです。

　　　　　　　　今後生活保護からの金額を増やせないのか、また通帳の預かりをなくし、生活保護から入院費を支払うことが可能か、について確認するよう指示があり、山田PSWへ情報提供しています。

　　　　　　　　実際に衣類が少なく、小遣いも衣類を購入できる金額はない為、購入のため御家族へ情報提供しています。今後どのようにしていくのか担当スタッフは、御家族へ確認お願いします。

・佐々木　康子様～不安・恐怖感の訴えありますが、日常生活は支障なく遅れている事評価しています。内服なくでは今後不安感や恐怖感を軽減することは難しいことから、今の状態を保てるように気持ちを紛らわせ対応していくよう本人へ伝えています。

　　　　　　　　　睡意の強さある事話しており、本日より就床前薬止めとなり、内服調整となっています。

· 浅野　秀子様～寒気・冷や汗の訴えがあり、風邪も考えられる為、葛根湯3×2

（食後お湯に溶かして）処方となっています。

　　　　　　　　臨時薬処方となっていた

ウブレチド（5）2T（1-0-1）→ウブレチド（5）2T（1-0-0）

　　　　　　　　本日夕より減薬になっています。

　　　　　　　　以前の問診の際、南病棟への転棟を希望されており、精神状態が落ちついてからの転棟予定となっていましたが、本日の問診の際、「南病棟へいきたくない」と話され、南病棟への移動はキャンセルしています。

· 清川　厚子様～以前の問診の際、「ギャーギャー」と騒ぎたくなると話しており、

　　　　　　　　　エビリファイ（6）1T　1×M　7T　

アローゼン（0.5）1×（夕）7T　臨時薬処方となっていました。

　　　　　　　　　臨時薬処方にて、精神症状改善・排便も問題無い事から本日夕臨時薬継続処方となり、以後定期となります。

　　　　　　　　　本人より9/27・28の外泊の希望聞かれています。ご家族様来院の際外泊について確認していきましょう。

　　　　　　　　　

















































